
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T2101 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭科 科目 家庭基礎 b 単位数 １単位 年次 １～４年次 

使用教科書 家庭基礎「気づく力 築く未来」 （実教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○家庭生活に必要な基礎的な知識や技術について学習します。 

○人の一生で起こる様々な問題や課題を見通し、多様な考えを知り、自分なりに、自分のペース

で考えを探すことのできるような学習をします。 

○学んだこと、考えたことを自分の生活に反映させ、よりよい生活をめざします。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・実生活に必要な基礎的・基本的な知識と技能を身につける。 

・家庭や地域の生活課題を考え、解決策について記述も含めた発表をすることができる。 

・生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人間の生涯にわたる発達と

生活の営みを総合的に捉

え，家族・家庭の意義，家族・

家庭と社会との関わりにつ

いて理解を深め，生活を主

体的に営むために必要な家

族・家庭，衣食住，消費や環

境などについて理解してい

るとともに，それらにかか

わる技能を身につけてい

る。 

生涯を見通して，家庭や地域

及び社会における生活の中

から問題を見いだして課題

を設定し，解決策を構想し，

実践を評価・改善し，考察し

たことを根拠に基づいて論

理的に表現するなどして課

題を解決する力を身につけ

ている。 

さまざまな人々と協働し，よ

りよい社会の構築に向けて，

課題の解決に主体的に取り

組んだり，振り返って改善し

たりして，地域社会に参画し

ようとするとともに，自分や

家庭，地域の生活を創造し，

実践しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
０
月
前
半 

第
７
章 

衣
生
活
を
つ
く
る 

家庭科を学ぶにあたって 

 

1 節  

人と衣服のかかわり 

 

 

c: 自分の衣生活をとりまく

状況について関心をもち，衣

生活の改善・向上に積極的に

取り組もうとする。 

   

 

授業に取

り組む態

度 

2 節  

衣服の素材の種類と特徴 

a: 衣服の素材の種類や特徴

について知識を身につけ，用

途に応じてどんな衣服が適切

か理解できる。 

b: 衣服の用途によって，適切

な衣服素材を考え，判断する

ことができる。 

授業プリ

ント 

中間考査 

ワークシ

ート 

 

3 節  

衣服の選択から管理まで 

a: ・衣服材料の性能と特徴，

衣服整理についての科学的な

知識を身につけることによっ

て，衣服を適切に選択し，管理

することができる。 

・衣類の購入から廃棄まで，

計画的な衣生活を営む知識を

身につけている。 

b: 衣服材料・衣服整理につい

ての基礎的な知識を身につ

け，実生活での衣服管理にお

いて，適切な判断ができる。 

授業プリ

ント 

小テスト 

中間考査 

 

ワークシ

ート 

 

１
０
月
後
半 

4 節  

持続可能な衣生活をつく

る 

a: 不要となった衣類につい

て，リサイクルに回す，作りか

えるなど，実生活において実

践することができる。 

b: 現在の衣生活をとりまく

状況について，自分の衣生活

を振り返りながら，課題を導

き出すことができる。 

授業プリ

ント 

ワークシ

ート 

 

5 節  

衣服の構造・デザイン 

a: 材料の選択，日常の衣服管

理の方法を習得するととも

に，基礎縫いなどの縫製技術

を身につけ，日常着の管理が

できる。 

c: 基礎縫いの確認のための

実習や，衣服調査などにおい

て，積極的に取り組もうとす

る。 

授業プリ

ント 

実習 

 授業に取

り組む態

度 

１
１
月
前
半 

第
８
章 

住
生
活
を

つ
く
る 

１節  

人間と住まい 

a: 住まいの役割・機能につい

て，地域の特性などをふまえ

て調べることができる。 

ワークシ

ート 
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２節  

住まいの文化 

a: 日本独特の生活様式と，そ

れに伴う住まいの特徴を理解

している。 

b: 現代のライフスタイルや

ライフステージに応じた住ま

いについて考えることができ

る。 

中間考査 ワークシ

ート 

 

３節  

住まいを計画する 

a: 住まいの機能・役割，また

ライフステージや家族構成な

どと住まいの関係について理

解している。 

b: ライフステージと住空間

の設計の関係，住環境につい

て考えを深めることができ

る。 

c: 住まいの機能，住空間の計

画や住環境について関心をも

ち，快適な住まいづくり，より

よい住生活の創造にむけて意

欲的に取り組もうとする。 

授業プリ

ント 

中間考査 

ワークシ

ート 

授業に取

り組む態

度 

１
１
月
後
半 

４節  

健康に配慮した快適な室

内環境 

a: 日照・日射・採光・照明，

通気・換気，冷暖房など，健康

的な住まい環境における基本

的な知識が理解できる。また，

住まいの清掃やメンテナンス

についても理解し，快適な生

活につなげることができる。 

b: 住まいの管理方法につい

て，適切な掃除や頻度を考え，

判断することができる。 

授業プリ

ント 

中間考査 

ワークシ

ート 

 

５節  

安全な住まい 

a: 住まいの安全対策，住まい

における健康管理など，実生

活に役立てることができる。 

b: ・安全な住まいづくりや，

快適な住環境のためにどのよ

うな課題があるのか見つける

ことができ，その課題解決の

ための方策を考えることがで

きる。 

・暮らしやすい住まいについ

て，住空間だけでなく，周りの

環境とも関係していることを

レポートなどを通して表現で

きる。 

授業プリ

ント 

中間考査 

ワークシ

ート 

 

６節  

持続可能な住まいづくり 

a: 安全で快適な住まいや，社

会環境・地域環境についての

知識を身につけ，現在の住生

活の課題についても認識でき

る。 

授業プリ

ント 

中間考査 
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１
２
月
前
半 

第
９
章 

消
費
行
動
を
考
え
る 

1 節 

消費行動と意思決定 

a: 消費行動について，さまざ

まな情報を収集しながら，自

分の消費行動について検証す

ることができる。 

b: 消費行動における意思決

定の過程について，具体的な

事例を通して主体的に考え，

判断することができる。 

c: 自分が一消費者であるこ

とを自覚し，物・サービスの購

入のあり方や，消費行動，消費

と環境とのかかわりについて

積極的に理解しようとする。 

授業プリ

ント 

 

ワークシ

ート 

授業に取

り組む態

度 

 2 節  

消費生活の現状と課題 

a: 消費行動における意思決

定の過程とその重要性につい

て理解でき，また契約につい

ての知識を身につけている。 

b: 多様化する販売方法や支

払い方法について，問題点や

解決策を考え，判断すること

ができる。 

授業プリ

ント 

期末考査 

ワークシ

ート 

 

１
２
月
後
半 

 3 節  

消費者の権利と責任 

a: ・消費者の権利と責任など

について理解できるととも

に，現代の消費生活の課題に

ついて認識できる。 

b: 消費者としての自覚を持

ち，消費者の権利と責任を考

えることができる。 

授業プリ

ント 

期末考査 

ワークシ

ート 

 

 4 節  

ライフスタイルと環境 

a: 家庭生活と資源・環境との

関係についての知識を身につ

けている。 

b: ・消費行動と環境とのかか

わりについて，生活と関連さ

せながら課題をみつけ，解決

の方向性を判断することがで

きる。 

・環境に関するグラフなどか

ら，生活における消費行動の

問題点を導き出すことができ

る。 

授業プリ

ント 

期末考査 

ワークシ

ート 
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１
月
前
半 

第
１
０
章 

経
済
的
に
自
立
す
る 

1 節 

暮らしと経済 

a: 家庭経済・国民経済などの

しくみについて理解でき，短

期・長期的経済計画の重要性

を認識できる。 

b: 現在の経済社会と家計と

の関係を考えながら，家庭の

収入・支出・預金などについ

て，適切な考えをもち，判断が

できる。 

c: 自分の経済的自立を考え

ながら，家庭経済・国民経済の

しくみや家計の特徴につい

て，積極的に理解しようとし，

短期・長期の経済計画につい

て意欲的にとりくもうとして

いる。 

授業プリ

ント 

期末考査 

ワークシ

ート 

授業に取

り組む態

度 

１
月
後
半 

2 節  

将来のライフプランニング 

a: 短期・長期の経済計画にか

かわる実習を通して，経済的

な側面から人生設計を組み立

てることができる。 

b: 将来のライフイベントと

その費用を考えることができ

る。 

授業プリ

ント 

ワークシ

ート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


